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NY マーケットレポート（2017 年 11 月 13 日） 

 

NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく新規材料に乏しい中、アジア市場からの流れを受けて、序盤のドル円・クロス円は上

値の重い動きとなった。その後、下落して始まった米主要株価が軒並みプラス圏まで上昇したことや、米国債利回りの上昇が続いたこと

から、ドル買い・円売りが優勢となり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。また、ドルは主要通貨や新興国通貨の大半に対して上昇と

なった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪欧州のポイント≫  

 

英国の与党・保守党議員 40 人が、メイ首相に対する不信任を表明する書簡への署名に同意したと英紙が報じた。党首選の実施に必要な

署名者はあと 8 人となっており、党首選が開かれてメイ首相が負ければ、党首兼首相が交代することになる。これを受けて、英ポンド

は主要通貨に対して軟調な動きが続いている。 

 

 

≪ポイント≫  

 

OPEC は、加盟国とロシアなど非加盟国との協調減産合意の延長を 11 月 30 日の総会で決定する方向に傾きつつある。OPEC 加盟 2ヵ国の

石油相が明らかにした。産油国の間では 2018 年末までの延長で意見が収束しつつあるが、市場の状況によっては来年初めまで決定が持

ち越される可能性があると明らかにしていた。 

 

 

ECB 公的部門購入プログラム 

          11 月 11 日・11 月 3日・10月 27 日・10 月 20 日・10 月 13 日  

公的部門・・・・・・・18172.4・・18044.6・・17965.4・・17785.1・・17743.2 

資産担保証券 ABS・・・・247.7・・・246.6・・・250.5・・・249.0・・・247.0 

カバード債・・・・・・ 2374.2・・ 2364.6・・ 2357.7・・ 2348.8・・ 2339.6 

（億ユーロ） 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、企業業績に対する警戒感や、英国の EU 離脱交渉を巡る先行き不透明感が投資家心理を冷やし、主要株価は続落となっ

た。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

 

 

 



 
                                           

3 

2：50 

≪ 要人発言 ≫ 

黒田日銀総裁～チューリヒで講演 

 

・「今後とも強力な金融緩和を粘り強く続けていく」 

・「2％の物価安定目標、実現にはなお距離がある」 

・「企業の賃金・価格設定スタンス、次第に積極化へ」 

・「日銀、強力な金融緩和を進めている」 

・「今後とも強力な金融緩和を粘り強く続けていく」 

・「仮想通貨、今のところ深刻な問題見られない」 

・「仮想通貨の状況、注意深く見守っている」 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 4.70 ドル高の 1オンス＝1278.90 ドルで取引を終了した。 

 

ＮＹ金は、米税制改革の先行き不透明感を背景に、比較的安全な資産とされる金の買いが優勢となった。ドルがユーロなどに対して下

落したため、ドルの代替資産としての需要も高まった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.02 ドル高の 1バレル＝56.76 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、OPEC が月報で、加盟国全体の 10 月の原油生産高が前月から減少したと報告したほか、来年の世界の原油需要予測を引き上

げたことから、買いが優勢となった。一方、サウジアラビアの 10 月の生産高が増えたことが圧迫要因となり、上げ幅は限定的となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米税制改革の先行き不透明感を背景に主要株価は軟調な展開で始まった。ただ、その後は買い戻しの動きが強まり、主

要株価は軒並みプラス圏まで上昇となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく新規材料に乏しい中、米株価の動きなどが影響する動きとなった。下落して始ま

った株価が上昇に転じたことや、米国債利回りが上昇したことを受けて、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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